
プログラム

開会の辞

1）一般演題（発表7分、討論3分）

座長：土居　大祐（日本医科大学武蔵小杉病院 産婦人科）
13：00～ 13：50

1.子宮頸部上皮内腫瘍（CIN）に対する日帰り蒸散術の検討

東海大学医学部付属病院　産婦人科 1）、同病理診断科 2）

〇金　成実 1）、村松俊成 1）、伊藤　仁 2）、仁品　祐 1）、石井博樹 1）、

塚田ひとみ 1）、加戸伸明 2）、芹澤昭彦 2）、宮嶋葉子 2）、

平澤　猛 1）、三上幹男 1）

2.子宮内膜細胞診で発見された卵巣原発表在性漿液性乳頭状腺癌の1例

横浜市立大学附属市民総合医療センター　病理部

〇腰高典子、佐々木毅、高瀬章子、菊地美保、富岡理恵、

宮崎奈津子、久保田直樹、甘利保子、須藤久美子、河内香江、

野澤昭典

3.卵巣原発セルトリ・間質細胞腫瘍の１例

東海大学医学部付属大磯病院　病理検査科 1）、同　病理診断科 2）、

同　産婦人科 3）、東海大学医学部付属病院　病理検査技術科 4）、

東海大学医学部基盤診療学系病理診断学 5）

埼玉医科大学国際医療センター　病理診断科 6）

〇松井成明 1）、涌井架奈子 1）、梶原　博 5）、平林健一 5）、

伊藤　仁 4）、村上　優 3）、佐藤愼吉 2）、安田政実 6）、長村義之 5）

4.幼児に認めた卵巣未熟奇形種の１例

聖マリアンナ医科大学病院　病院病理部 1）、

聖マリアンナ医科大学　診断病理学教室 2）

〇郷田敦史 1）、大川千絵 1）、星川咲子 1）、小田中美恵子 2）、

高木正之 2）
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5.進行卵巣癌における免疫組織化学的腹水細胞診の検討

－術前化学療法の適応を考える－

神奈川県立がんセンター　婦人科 1）、同　検査第1科 2）

〇池田仁恵 1）、大金直樹 2）、近内勝幸 1）、山本晃人 1）、沼崎令子 1）、

小野瀬亮 1）、加藤久盛 1）、中山裕樹 1）

座長：宮嶋　葉子（東海大学病院 病理技術科） 13： 50～ 14： 30

6.子宮頸部細胞診にて尿路上皮癌が疑われた1症例

横浜市立大学附属病院病理部 1）、同産婦人科 2）

〇北村和久 1）、三田和博 1）、本野紀夫 1）、金澤美千代 1）、

佐川弘美 1）、西尾由紀子 1）、山中正二 1）、稲山義明 1）、

宮城悦子 2）、平原史樹 2）

7.婦人科液状処理細胞診（LBC）による試みと従来法との細胞像の比較

譛神奈川県予防医学協会　臨床検査部検査一科 1）、婦人検診部 2）

〇宮川　潤（CT）1）、岩見美子（CT）1）、杉本直子（CT）1）、

加藤ちづ代（CT）1）、坂野みどり（CT）1）、堀真須子（CT）1）、

菅原　隆（CT）1）、菊池和枝（CT）1）、飯田萬一（MD）1）、

岡島弘幸（MD）2）、野田信之（MD）2）、蔵本博行（MD）2）

8.術中捺印細胞診が有用であった錘体斜台部脊索腫の１例

独立行政法人労働者健康福祉機構 関東労災病院病理診断科

〇畑中一仁（MD）、大谷知広（CT）、小田憲一（CT）、

柿沼良子（CT）、栗原美香（CT）、坂詰浩一（CT）、

井上正年（CT）、植草利公（MD）

9.耳下腺上皮筋上皮癌（Epithelial myoepithelial carcinoma）の１例

東海大学医学部付属病院病理検査技術科 1）、

東海大学医学部基盤診療学系病理診断学 2）、平塚共済病院臨床検査科 3）

〇花井佑樹（CT）1）、伊藤　仁（CT）1）、宮嶋葉子（CT）1）、

芹澤昭彦（CT）1）、加戸伸明（CT）1）、加藤順治（CT）3）、

梶原　博（MD）2）、梅村しのぶ（MD）2）、長村義之（MD）2）
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座長：仲村　武（横浜南共済病院病理検査科） 14： 30～ 15： 10

10. 未分化大細胞型リンパ腫の一例

茅ヶ崎市立病院病理検査科 1）、

東海大学医学部付属大磯病院病理検査科 2）、

昭和大学藤が丘病院病院病理科 3）

〇森下明博 1）、松井成明 2）、岸本浩次 3）、佐藤勝巳 1）、

坂下仁美 1）、佐野仁勇 1）

11.胸水に出現したIntravascular large B-cell lymphomaの細胞像

北里大学病院病院病理部 1）、北里大学医療衛生学部臨床細胞 2）、

北里大学医学部病理 3）

〇坂口　忍1）、横山　大1）、柿沼廣邦1）、町田大輔1）、服部　学1.2）、

山下和也1）、一戸昌明1.3）、渡辺　純1.3）、岡安　勲1.3）

12. Fibromatosis-like spindle cell carcinomaの 1例　

横浜南共済病院病理検査科

〇松之木智恵美、牧野　純、小山剛司、今井宏樹、渡邊睦子、

仲村　武、河野尚美

13.破骨細胞様巨細胞（osteoclast-like giant cell）を伴う乳癌の3例　

昭和大学藤が丘病院病院病理科

〇佐々木陽介、北村隆司、岸本浩次、光谷俊幸

〈休憩〉15： 10～ 15： 20
2）総会 15： 20～ 15： 40

3）教育講演 15： 40～ 17： 20

座長：加藤　久盛（神奈川県立がんセンター婦人科）

1. 乳腺疾患の細胞とその病態

日本医科大学付属病院 病理部

松原美幸、土屋眞一
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2. ベセスダシステムASC-US、ASC-Hを考える

癌研究会有明病院付設細胞検査士養成所

古田則行

4）スライドカンファレンス 17： 20～ 18： 10

座長：佐治　晴哉（横浜市立大学付属病院産婦人科）
丹野　秀樹（神奈川県立足柄上病院検査科）

スライドカンファレンス１（婦人科）

出題者：生澤　　竜　川崎市立多摩病院病院病理部

回答者：酒井　麻衣　神奈川県立がんセンター検査1科　

スライドカンファレンス２（胆汁）

出題者：桜井　　健　けいゆう病院病理検査室

回答者：相原乃理子　JA神奈川県厚生連 伊勢原協同病院

医療技術部臨床検査室病理

スライドカンファレンス３（乳腺）

出題者：福島　幸司　JA神奈川県厚生連 相模原協同病院　

医療技術部臨床検査室病理

回答者：宮崎小百合　海老名総合病院病理診断室

5）閉会の辞

6）懇親会 18： 30～ 20： 00
横浜情報文化センター　１階　　LUNCHAN AVENUE

TEL 045-641-2666
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